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研究成果の概要（和文）：音声を用いた種内コミュニケーションを行わない動物が、音声コミュニケーションを用いる
動物と同じような音声学習を行っている可能性を示すという観点から、鳴かないトカゲ類であるキュビエブキオトカゲ
による他種警戒声盗聴行動の発達的変化と、その盗聴能力について調査した。その結果、キュビエブキオトカゲの盗聴
行動には明確な発達的変化があることが示された。この盗聴行動の発達的変化は音声学習によるものであることが示唆
される。そのため、キュビエブキオトカゲにおいて音声と嫌悪刺激との間に連合学習が成立するか否かを検証した。し
かし、音声と嫌悪刺激との連合学習を示す結果は得られなかった。

研究成果の概要（英文）：I have studied the developmental change of heterospecific eavesdropping ability 
of Oplurus cuvieri to compare the ability of auditory learning between vocal animals and non-vocal 
animals. I found the clear evidence on the developmental change of responses in the eavesdropping of O. 
cuvieri. This result suggests that developmental change on the ability of auditory learning may make this 
developmental change in the eavesdropping. Then I surveyed the auditory learning ability of the lizard. 
However, I could not show any clear evidence on associate learning between auditory stimuli and aversion.

研究分野： 行動生物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 ヒトの言語は、他の動物に存在しないヒト

固有の能力であり、「人間性」を生み出す象

徴する能力の一つである。そのため、ヒトが

言語能力をいかに獲得したかは、ヒトの進化

解明における大きな課題である。 

 近年、動物のコミュニケーションに見いだ

される前言語的能力とヒトの言語能力を比

較することで、ヒト言語の進化に関する知見

を得る生物言語学が盛んである。ところが、

ヒト言語能力の研究は、他の哺乳類や鳥類な

どの、音声コミュニケーションを密に行う動

物の能力との比較しか行われないため、音声

の学習などの能力が、音声コミュニケーショ

ンに特有な能力なのか、もっと根源的な認知

能力なのかの切り離しができていないのが

現状である。 

 最近、申請者は、マダガスカルに生息する

トカゲ類であるキュビエブキオトカゲ

（Oplurus cuvieri）が、群れを作るといったい

わゆる社会性も持たず、種内で音声によるコ

ミュニケーションを行わないにも関わらず、

同所的に生息する鳥類であるマダガスカル

サンコウチョウ（Terpsiphone mutata）の発す

る警戒声を「盗聴」していることを発見した。

これは、特定の音声と捕食者などの情報が、

音声コミュニケーションを行わない動物で

も成立するような非常に単純な連合学習に

よって成り立っている可能性が挙げられる。

また、動物に共通する警戒声に含まれる特徴

が存在、動物はその特徴を基に学習をする可

能性が考えられる。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、群れを作るといった社会性を

持たず、音声コミュニケーションも行わない

キュビエブキオトカゲが、他種の発する音声

を学習するのか否か、また、どのような音響

的特徴を持つ音声に反応するのかを明らかに

することを最終的な目的とする。 

 具体的には、「学習」と「認知能力」の視

点からトカゲの音声シグナルの認知能力と個

体発生の過程における学習の効果に関する以

下の３つの課題について調査した。 

 

（１）盗聴行動の発達的変化 

 そもそも、キュビエブキオトカゲの盗聴行

動が成長に伴い変化するか否かを明らかにす

る。もし、盗聴行動が成長に伴い変化すると

するならば、その背景として音声学習がある

ことが強く示唆される。 

 

（２）トカゲ類の盗聴能力の解明 

 キュビエブキオトカゲの他種警戒声の認知

能力が警戒声を発する動物と同じ程度に発達

しているか否かを検証する。 

 鳥類や哺乳類の多くは、捕食者のタイプに

よって、警戒声を使い分けることがある。具

体的には、キュビエブキオトカゲと同所的に

生息するコクレルシファカ（Propithecus 

coquereli）の発する警戒声は、猛禽類に対す

るものと陸上からくるヘビや肉食獣に対する

もので、音響的に異なる特徴を持っている。

キュビエブキオトカゲは、空から急襲する捕

食者に対しては逃走し、陸上から忍び寄る捕

食者に対してはディスプレイを行うなど、対

捕食者行動が異なる。そこで、キュビエブキ

オトカゲが、異なる警戒声を聞き分け、適切

な行動を選択するか否かを検証する。 

 

（３）トカゲ類による他種音声の学習 

 トカゲ類に音声と刺激を連合学習する能力

があるか否かを検証することで、トカゲ類に

よる音声学習の可能性を示す。また、哺乳類

や鳥類においては、脈拍や心拍数といった情

動性が喚起されやすい刺激の方が、そうでな

い刺激に比べ、連合学習が成立しやすいとい

う示唆がある。そこで、ブキオトカゲにおい

て、「さえずり」や「警戒声」といった音声



の違いによる学習の成立しやすさの違いがあ

るか否かを検証する。 

 キュビエブキオトカゲの盗聴行動の発達的

変化が学習によるものであるか否かを示すた

めに、実際に、他種音声と嫌悪刺激との間で

連合学習が成立するか否かを検証する。また、

音声の違いによる学習の成立のしやすさを比

較する。 

 

３．研究の方法 

（１）盗聴行動の発達的変化 

 ①体サイズと反応の相関 

 トカゲ類などの爬虫類の多くは、生涯にわ

たって体が成長し続ける。そのため、体サイ

ズが年齢と比例することが分かっている。そ

こで、体サイズと他種音声に対する反応回数

との相関をみることで、年齢と盗聴行動との

相関を推測することができる。 

 調査では、様々な体サイズのブキオトカゲ

を捕獲し、各個体のサンコウチョウの「警戒

声」と「さえずり」に対する反応回数を比較

した。 

 

 ②個体毎の行動の発達的変化 

 体サイズとの比較調査で使用した個体を

個体識別し、翌年に再捕獲し、サンコウチョ

ウの音声に対する経年変化を調べた。この調

査により、個体の発達的変化を追うことがで

きる。調査方法は、①と同じ手法を用いた。 

 

（２）トカゲ類の盗聴能力の解明 

 コクレルシファカの「猛禽類に対する警戒

声」と「陸上からの捕食者に対する警戒声」

に対する、成体のキュビエブキオトカゲの反

応を比較した。 

 

（３）トカゲ類による他種音声の学習 

 予測としては、音声によって学習の成立の

しやすさは異なり、捕食者などの嫌悪刺激に

は、「警戒声」などの音声の方が、「さえず

り」などの音声より連合学習が成立しやすい

ことが考えられる。 

 成体と幼体のキュビエブキオトカゲに対

し、サンコウチョウの「警戒声」と「さえず

り」のそれぞれの音声の直後に嫌悪刺激を提

示し、成体、幼体、それぞれにおいて、「警

戒声」と「さえずり」のどちらの方が、嫌悪

刺激に対する連合学習が成立しやすいかを

検証した。 

 

４．研究成果 

（１）盗聴行動の発達的変化 

 ①体サイズと反応の相関 

 キュビエブキオトカゲのサンコウチョウ

の「警戒声」と「さえずり」に対する行動は、

体サイズと相関することが示唆された（図

１）。 

 ブキオトカゲのサンコウチョウの「警戒

声」「さえずり」再生中の一分間で総行動回

数は、成長とともに変わっていくことが示さ

れた。これは、ブキオトカゲのサンコウチョ

ウの音声に対する反応には、発達的変化があ

り、音声認知にも発達的変化が存在する可能

性を暗示している。 

 

 

 ②個体毎の行動の発達的変化 

 キュビエブキオトカゲの反応は、経年変化

することが示唆された（図２）。 

 ブキオトカゲのサンコウチョウの「警戒

声」と「さえずり」への反応は、一年目と二

年目では、明らかな行動回数の増加があるこ

とが示された。 



 

 

 ①と②の結果より、ブキオトカゲの盗聴行

動には、発達的な変化があることが強く示唆

された。 

 

（２）トカゲ類の盗聴能力の解明 

 キュビエブキオトカゲがコクレルシファ

カの「猛禽類に対する警戒声」と「陸上から

の捕食者に対する警戒声」を聞き分けている

明確な証拠は示すことができなかった（表１、

図３）。 

表１：警戒声の違いによるブキオトカゲの反応の違い。 
動いた個体数、不動の個体数をそれぞれ表示。 
刺激  猛禽類への警戒声 

 動いた 不動 合計 

陸上捕食者
への警戒声 

動いた ６ ３ ９ 
不動 ２ ７ ９ 
合計 ８ １０ １８ 

 一方で、数個体のブキオトカゲにおいて、

「猛禽類に対する警戒声」に対して逃走など

の非常に強い対捕食者行動が確認された。シ

ファカの「猛禽類に対する警戒声」は、そも

そも非常に頻度の低い警戒声であり、ブキオ

トカゲが実際にその警戒声と遭遇する頻度

が低いことを考慮すると、「猛禽類に対する

警戒声」と実際の猛禽類との遭遇という連合

学習が成立している個体が少ないからであ

るという解釈ができる。 

 

 

（３）トカゲ類による他種音声の学習 

 キュビエブキオトカゲが音声を連合学習

によって学習しているという証拠は示せな

かった。また、ブキオトカゲの嫌悪学習の実

験では、サンコウチョウの「さえずり」と「警

戒声」で学習の成立のしやすさに明らかな違

いは確認できなかった。 

 本研究では、嫌悪刺激としてドライヤーの

熱風を利用したが、警戒声は捕食者の接近を

伝える情報なので、物理刺激では学習が成立

しにくかった可能性が考えられる。今後、更

なる調査が必要である。 
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